Chōsen kaiga no nagare: Tūshinshi gain no baai by 吉田  宏志
朝鮮絵画の流れ―通信使画員の場合―

























































① 慶長12年（1607） 李泓虬 遺品は未発見 
② 元和３年（1617） 柳成業 遺品は未発見 
③ 寛永元年（1624） 李彦弘 遺品は未発見 
④ 寛永13年（1636） 金明国 ｢達磨図」「寿老図」「神仙図」「鷺図」 
⑤ 寛永20年（1643） 金明国 「芦雁図」「舟遊図」「山水図」（団扇図）
「墨梅図」「墨竹図」など約16点 
李起竜  「野馬図」（伝称作品） 
⑥ 明暦元年（1655） 韓時覚  「布袋図」「川蝉図」など約7点 





























⑧ 正徳元年（171l）  朴東普 「墨蘭図」（「愛蘭堂書画巻」冒頭） 
⑨ 享保４年（1719）   成世輝 「富士山図」（扇面） 
⑩ 寛延元年（1748）  李聖麟 「山水図」（双幅）「人物図」「寿老図」
など約5点 
崔  北 「月梅図」「山水図」など約3点 
⑪ 明和元年（1764）  金有声 「山水花鳥図屏風」（4図） 「雲竜図」
「芦雁図」「樹下人物図」「寿老図」「墨
竹図」「蘭に蝶図」など約10点 
⑫文化８年（1811）  李義養 「楼閣山水図」「雲竜図」「柳下駿馬図」
「松虎図」「春景図」「対馬島府中図」「江
南雨後図」など約10点 
 
同代には鄭壑（1676～1759）が中心となって、金剛山などの真景山水図が流行し
たが、来日画員もそれを反映してか、咸世輝が富士山、金有声が洛山寺に擬した静
岡の清見寺の景観、また李義養が対馬・厳原の景観などといった日本の実景に注目
してそれを描写した作品が遣されていることが注目される。また、同代に通信使一
行が遺した絵画の中には日本人への進物として本国より持参した作品もある。例え
ば李寅文（1745～1821）、申潤福（18世紀後半～19世紀初期）、そして李寿民（1783
～1839）のような比較的有名な画員で、来日経験のない者の作品が見られる。李寅
文筆「竹石図」には文化8年（1811） に通信使の上判事として対馬に来た秦東益、
あるいは申潤福筆「故事図」（四幅）には同じく写字官として来島した皮宗鼎の着
賛が各々にある。これらの作品には往々にして、筆者、及び賛者の落款に「朝鮮国」、
「朝鮮」、あるいは朝鮮をさす「海東」、「東華」、「小華」などの文字が氏名や
雅号の上に付せられている。日本からの、絵画作品にたいする求めの増大や、特定
の画家の作品への注文に応じて対処するようになったものと考えられる。やはり本
国から持参した有力な画員の作品は絹本着色画という本格的な精作が多いのも、そ
の間の事情を推察すると頷けよう。 
